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1．はじめに




　「小学校学習指導要領第 2章第 5節生活」（平成 29年
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図 6．かんさつのしかた（p.131） 図 8．かきたいもの なあに（p.10-11）
図 9．みてみてあのね（p.20-21）



























































































































































































































図 19．「しんずがこうさく 1」表紙 図 21．友だちをかく（3年）図 20．「しんずがこうさく 1」（p.10）

























































・「ずがこうさく 1」昭和 45年文部省検定済教科書，（昭和 48
年発行）日本造形教育研究会著作，開隆堂出版




・「図画工作 3」昭和 51年文部省検定済教科書，（昭和 51年発
行）日本造形教育研究会，開隆堂出版
・「図画工作 3」昭和 45年文部省検定済教科書，（昭和 46年発
行）日本児童美術研究会，日本文教出版
・「図画工作 3」昭和 57年文部省改訂検定済（昭和 58年度用）
教科書（日本文教出版）
・「図画工作 5」昭和 45年文部省検定済教科書，（昭和 47年発
行）日本児童美術研究会，日本文教出版
・「ずがこうさく 1・2上」平成 31年文部科学省検定済教科書，
（令和 2年発行）日本文教出版
・「わたしとせいかつ上」平成 31年文部科学省検定済教科書，
（令和 2年発行）日本文教出版
力・人間性（主体的に学習に取り組む態度）」の 3本の
柱が支柱となっていることは自明である．図 22．は「生
活科」と「図画工作科」の造形的な活動視点で作成した
相関図である．文部科学省（平成 31年 2月）検定済教
科書「わたしとせいかつ上」の各頁を抜き出して，教科
書に掲載されている活動内容と図画工作の造形的活動
（探索：鑑賞・お絵かき：写生・季節の工作・あそび・
展示発表等の事を指している．）との相関を矢印にて示
している．「生活科」の取り組みと「図画工作科」の
《探索・鑑賞》《絵（言葉）》《工作（造形あそび）》《展
示》のそれぞれの活動とを繋げている．これを見ると驚
くほどに「わたしとせいかつ」のほとんどの頁では，児
童の絵を描く「発見カード」などが示されている．つま
り，どの場面でも必ずと言っても過言ではないほどに
「絵」を描いているということである．それは，勿論，
絵のみではなく，言葉による伝えあいを目指しているこ
とは周知なのであるが，伝達手段の「絵」から「言葉」
へと，幼児期からの繋がる子どもの発達段階や状況を物
語っていることについて，教師の理解があってのことで
ある．
6．最後に
　河野（2017）は，著書で「工作では，作る過程を楽
しむ造形活動の比重が高く，創造力を高め表現力を養う
大事な時間なのですが，誰かにあげるプレゼントを作る
とか，自分で遊ぶおもちゃを作るなど，より良い作品を
つくることを目標にした活動もあっていいでしょう．そ
うした活動は，生活科と合わせて行うこともできます．」
と述べているが，これにも増して様々な活動が合科的・
関連的に授業を組みたてることが出来ることと期待され
る．授業時数の関連もあるものの，たとえ素晴らしい授
業の構想があったとしても授業として行うということで
は限られていることも事実である．担任となって，図画
工作の指導に悩むことも少なくないと思われるし，生活
科や他教科との合科的取り組みによって解決する場合も
ある．はたして，どうするのかと迷ったときには，まず
教師も児童と同じようになって，頭で考えるだけではな
く，手や足や体を動かして誰よりも楽しんで「描いたり
作ったりする活動」ができるようになること，それが何
よりも大切であることを忘れてはならない．
　教員養成系の大学においての講義についても，授業者
は教科間の合科的・関連的な教育法を理解して，大学生
